
ー∴北区彫亥し 
÷青田三郎∴池田勇：八二 

∴ �i ��骨 　一言 ＿二一SSSS●＿＿ ．■こ 

f日置二一 二や ∴董 

一・蟻讃：、三 �1 
雪竃聖 i・：支、へ－ 

避一一一ノ∴子 ．趨 　＿＼ 一一十∴」∴∴∴∴： 　ナ三、 

⑱北村西望 ie北村西望 
．章 一ヽ∴－ 　′．∴ 

o �� �e北村治繭 
‾　e用幡普照 

置 Ei 竃 王 事 i l i i � ��i 

子 

○ � � 



北村西望※1の代表作《平和祈念像〉一一原爆犠牲者の冥福を祈り、世界

平和を願うこの象徴的な像の背景にある構想記録が、昨年北区で新たに発見

されました。

戦後80年という節目を迎える本年、ギャラリー第1室内では、平和祈念像制作

の背景や軌跡を、西聖の彫刻作品や構想資料とともにご紹介します。第2室で

は西聖を起点に吉田三郎※2、池田勇人※3、北村治稿※4、川崎普照※5といった

北区に在住していた彫刻家の関係や作品をご紹介します。
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二　　平和祈念像を大きな像とする意義や、 

裸体表現への批判に対する考え、 
｛∴　平和への願いなどが記された 

長崎市役所宛ての手紙の下書き。 
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※1北村西望…筋骨遣しい男性像を得意とした彫刻家。1916年から1953年まで北区上中里や西ヶ原にア同工兼住居を構え、西ヶ原では長崎平和祈念像

の構想も練る。官展審査員・名誉会長としても活躍し、日本芸術院会員や文化勲章受章者となった。晩年、北区名誉区民にも選ばれている。

※2吉田三郎…写実に優れ、男性像を得意とした彫刻家。西聖とは東京美術学校の同級生として共に学び、刺激し合いながら技を高め合った伸である。

北区美術会も共に立ち上げた。

※3池田勇八・‥馬の彫刻を得意とし、「馬の勇人」の異名をもつ彫刻家。画聖とは彫刻研究会「八手会」や、西ヶ原にあった彫刻研究所「瞭原社」を共に

立ち上げ、切横琢磨した仲である。

※4北村治藤…確かな写実力を土台に、女性像を得意とした彫刻家。西聾の長男で平和祈念像制作時には助手として参加。親子で北区名誉区民である。

※5月旧普照…綿密な造形力を土台に、人体美を追求した彫刻家。西聖や治稿とは、日彫会や北区美術会を通じて交流があり、治稿とは北区の彫刻展

「北彫展」を共に立ち上げた。


